



































































































































「なぜ？ 」 「とう して？」をfl~にしよう1 とのような笞g冦仙丸＼いかな？
なにを知りたい？たしかめたい？ めあてをもって苔畜しよう1













がくしゅう遭とう じ”ん ，んが 璽 ． 
・学習活動のちょうどいい時間を考衣よう。 ● 
は9び,o .__ つか ぐ"'".
• 発表，らーポ ドーを使う．ノ トーや具体協を
み つだ ＂た えら
見せる意ど．伝え方を選ぽう。．  き かえ.. 、~フォ0ワーにも聞き返そう。
，くし0うがらとうはづんみじか 言ろく
・学 習活動や発言を短くまとめて記録 ~, . 
，こ 叩 0す も じ いろ か _, . 
◆ 囲む．線で結ぶ．文字の色を変える。・ ・., 
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・短く番とめて話そう． ． ． 
はつげん ないよう かんが さいご
. ; が内容を考えながら最後まで蛤 ぅ。 ： 
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• しかいのしごとをおぼえ． ・学習か題に合った学習 ・学習課題によって適切な
せんせいといっしょにじ 活動をえらび．活動時 方法を退んで効率よく
屡 ゆきょうをすすめる. Il! を決めて進める。 追行する。＾ ・じゅんばんにはっぴょう ・同じ者えをまとめなが ・祖手の意見を受けて．関
し
か するなと．みんなにはっび ら指名する。 連付けながら指名する。ぃ






届 ・だいじなところをせんで ・だれが発言したか分 坂●する。＾ かこんでめだたせる。 かるようにしたり． ・反対恵見や追加憲見をき
ろ ・らかうことはいろをか 立慮と理由を色で分 ●き加え．発言内容を
＜ 




• あいてのほうをみて．きき ・相手とのつながりをあ ・相手の老えに触れだり．
やすいこえの大きさで．り げながら自分の立場 視点を明確にしたりし
フ ゆうといっしょにじぶん に理由をつけて話す。 て．整理しながら話す。
ォ のかんがえをはなす． ・耗し手の老えを分かろ ・話し手の意図をとらえ．
ロヮ ・1さなしているひとをみて． うとどりょくし．醐こ 自分の老えと関遺付け．
さいごまできく． 喪したり．うなすいた 害えを深めながら聞く．
















































































また，国語科 ・ 算数科 • 生活科における基本的な進め
― 123 ―






























図7 コミュニケー ション・テー ブルでの活動
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とね子 ： 食器を出します。 でも ••みんな，いろんな
もの準備するみたいだけど，食器とかお皿っ
ておんなじものだよね3
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図13 2年生の板書記録
5 授業の考察
板書記録から，導入で同じような活動を行っても，
それぞれの目的を明確にしておくことで，各学年の学
びに展開することができたと考える。また，最終的に
共通テーマに戻って振り返ることができていることや，
他教科等との関連も図りやすかったことから，テーマ
を明確にもったカリキュラム ・デザインは効果的だと
考える。
授業記録から，両学年とも教師の指導を最小限にと
どめることができたと考える。子どもたち発表や話し
合いの場面で，必要な瞬間に新たな展開をつくるため
の支援ができたと考える。これは，授業時における同
時間接指導ができ，いずれの学年にも耳を傾けること
ができたからだと考える。1年生には， 2年生の思い
を汲み取って考えることの重要性を思い出させ， 2年
生には，1年生が味を好んでくれるかという相手意識
を思い出させることができたからである。
また，各教科等で得た知識を活用することもできた
と考えている。主に， 2年生の鍋の見た目のきれいさ
については，図画工作科で色付けした際の発言や，食
育として行った野菜の味見場面で，蒸し上がった野菜
彩りを見て喜んだ記憶が生きていると考える。
6. 成果と課題
疇として，低畔においても授業の多くの場面で
同時間接指導を行うことができにこれは，複式で学
ぶ子どもたちに，早い段階で学び方を示し，身につけ
させてきたからだと考えている。また，同時間接指導
を意識して取り組んでいると，教師が子どもたちの学
びに適度に関わることができ，学びの筋道から逸らさ
せないようにして子どもの思いを多く引き出すことが
可能である。
また，複式学級における共通テーマの設定は，大き
な役割を果たしている。全く別の内容で，別のテーマ
で進めると，教えるなどのスキル面でもかかわりは見
られるものの，知識や思考でつなぐ異学年のかかわり
は見出しにくい。しかし，異学年が学び合える共通テ
ーマを設定することで，互いが関わろうとし，異学年
から学んだり，影響を受けたりする機会が多くなった
からである。
疇として，これら学び方の指導には，ある程度の
時間を要する。限られた授業時数の中でこれらを指導
して教科の学習を加速させることは可能だが，系統的
に行うことや， 2・3年生の複式などの現伏に対応し
だ学び方にする方法なども必要とされるだろう。
また，本実践は生活科を中心としてカリキュラム ・
デザインを行ったが，常に生活科を中心に据えられる
わけではない。また，全ての教科等で単元を見通して
デザインすることは容易ではなく，これらについても
検証する必要がある。
